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【要約】 
ラット腱板断裂モデルに対する 
ヒアルロン酸/ステロイド注射の疼痛抑制効果 
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【目的】肩腱板断裂は肩関節の疼痛や可動域制限を症状とする疾患である。腱
板断裂の疼痛に対する保存治療において肩関節内注射療法が行われているが、
疼痛抑制効果に関してステロイド（ST）とヒアルロン酸（HA）どちらが有効か
については一定の見解が得られていない。本研究の目的は、ラット腱板断裂モ
デルに対する肩関節内注射の疼痛抑制効果を小型神経細胞マーカーである
Calcitonin gene-related peptide(CGRP)抗体を用いた免疫組織学検討、また
CatWalkTMを用いた行動学的検討を行うことである。 
【方法】8週齢雄性SDラットを用い肩腱板断裂モデル（棘上筋、棘下筋）を作
成。免疫組織学検討として 30匹（腱板断裂モデル群 24匹、Sham群 6匹）、行
動学的検討として 25匹（腱板断裂モデル 20匹、Sham群 5匹）使用した。術
後 21日目に逆行性神経トレーサーであるFluorogold (FG) を関節内注入し、術
後 26日目に治療として生理食塩水(生食群)、ヒアルロン酸ナトリウム（ヒアル
ロン酸群）、ステロイド（ステロイド群）を関節内注射。関節内注射なし（注
射なし群）、腱板露出のみ(Sham群)を合わせた計 5群を術後 28日目に比較検討
した。免疫組織化学的検討（各群N=6）として、肩関節を支配するC3~C7 後根
神経節Dorsal root ganglion(DRG) におけるCalcitonin gene related peptide (CGRP:
炎症性疼痛のマーカー)の発現の割合、また行動学的検討(各群N=5)として
CatWalk systemTMにおける前肢の患健側比を比較検討した。統計学的解析は一
元配置分散分析にて行い、危険率 5%以下有意差ありとした。  
【結果・考察】腱板断裂モデルは Sham群と比較し CGRP発現が上昇した。ま
た患肢の接地時間(Stands)、接地面積（Contact Area）が低下した。 
一方、注射無し群と比較し、生食群では CGRP 発現に変化は認められなかっ
たが、ヒアルロン酸群、ステロイド群において有意に CGRP 発現の低下、接
地時間、接地面積の上昇が認められた。しかし両者に明らかな有意差は認めら
れなかった。これらの結果よりヒアルロン酸群、ステロイド群共に疼痛抑制効
果が示された。 
【結論】Sham 群と比較することでラット腱板断裂モデルの歩行解析を評価す
ることができた。腱板断裂モデルの歩行への影響は腱板機能の低下或いは局所
の疼痛による両者があげられるが、各注射後の歩行解析の傾向と DRGにおける
CGRP 発現を考慮すると疼痛が関与していることが考えられ、ラット腱板断裂
モデルに対しするヒアルロン酸、ステロイド関節内注射は疼痛抑制効果が認め
られた。しかし、両者には明らかな有意差は認めずヒアルロン酸とステロイド
は同等の疼痛抑制効果があると考えられた。 
 
